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悪
性
リ
ン
パ
腫
に
対
す
る
新
た

な
治
療
法
を
導
入
し
ま
し
た

　

砺
波
総
合
病
院
で
は
、
平
成
20
年
９
月
に

県
内
で
初
め
て
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
患
者
さ

ん
に
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
標
識
抗
体
療
法
を
行
い

ま
し
た
。
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
は
、
放
射
線
を
出

す
同
位
元
素
で
す
。
抗
体
と
い
う
案
内
役
で

病
気
の
場
所
ま
で
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
を
移
動
さ

せ
て
、
そ
の
場
所
で
集
中
的
に
放
射
線
に
よ

る
細
胞
ダ
メ
ー
ジ
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
治
療

で
す
。

　

今
回
は
質
問
形
式
で
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
従

来
の
治
療
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
標
識
抗
体
療
法

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ　

悪
性
リ
ン
パ
腫
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気

　

で
す
か
？

Ａ　

悪
性
リ
ン
パ
腫
と
は
、
血
液
細
胞
の
一

つ
で
あ
る
リ
ン
パ
球
が
、
が
ん
化
し
て
無

限
に
増
殖
す
る
よ
う
に
な
っ
た
病
気
で
す
。

放
置
し
て
お
け
ば
、
最
終
的
に
は
身
体
中

に
広
が
っ
て
死
に
至
り
ま
す
。
原
因
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
診
断
の
た
め
に
は
リ
ン
パ
腫
部
分

の
組
織
を
採
取
し
て
、顕
微
鏡
で
観
察
（
病

理
組
織
検
査
）
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
検
査
で
悪
性
リ
ン
パ
腫
は
50

程
度
に
細
か
く
分
類
さ
れ
ま
す
。
血
液
細

胞
の
が
ん
で
あ
る
た
め
、
特
別
な
場
合
を

除
き
手
術
で
は
治
療
で
き
ま
せ
ん
。
病
気

の
拡
が
り
具
合
に
応
じ
て
、
治
療
と
し
て

抗
体
、
抗
が
ん
剤
、
放
射
線
、
移
植
等
が

行
わ
れ
ま
す
。

Ｑ　

悪
性
リ
ン
パ
腫
の
治
療
方
法
を
教
え
て

　

く
だ
さ
い

Ａ　

悪
性
リ
ン
パ
腫
が
体
の
一
部
に
だ
け
認

め
ら
れ
、
か
つ
進
行
が
遅
い
タ
イ
プ
で
あ

れ
ば
放
射
線
治
療
や
抗
体
治
療
が
行
わ
れ

ま
す
。
進
行
の
速
い
タ
イ
プ
で
は
抗
が
ん

剤
と
抗
体
を
組
み
合
わ
せ
た
治
療
が
行
わ

れ
ま
す
。
再
発
し
た
場
合
や
、
通
常
の
治

療
に
反
応
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
移

植
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
治
療
に
お
い
て
も
個
人
個
人
で

効
果
や
副
作
用
は
様
々
で
す
。

Ｑ　

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
標
識
抗
体
療
法
と
は
ど

　

の
よ
う
な
治
療
で
す
か
？

Ａ　

病
変
に
結
合
す
る
抗
体
と
、
細
胞
に

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
を
合

体
さ
せ
、
注
射
す
る
治
療
で
す
。
病
変
に

治
療
薬
が
集
中
す
る
た
め
高
い
治
療
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
治
療
薬
が
体
内
で
ど

の
よ
う
に
広
が
る
か
を
確
認
す
る
検
査
を
、

治
療
に
先
立
っ
て
行
い
ま
す
。
こ
の
検
査

で
副
作
用
が
強
く
出
そ
う
な
場
合
は
治
療

を
行
い
ま
せ
ん
。
治
療
を
受
け
た
場
合
も

し
ば
ら
く
し
て
骨
髄
（
血
液
の
工
場
）
の

働
き
が
低
下
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て

輸
血
な
ど
の
治
療
を
行
い
ま
す
。

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
手
順
で
行
わ
れ
ま
す
か
？

Ａ　

入
院
後
、
治
療
薬
の
広
が
り
を
予
測
す

る
検
査
（
静
脈
注
射
）
を
行
い
ま
す
。
治

療
が
可
能
と
判
断
さ
れ
た
ら
一
週
間
後
に

治
療
薬
の
注
射
を
行
い
ま
す
。
入
院
中
に

は
採
血
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査
も
行
い
ま
す
。

退
院
後
も
定
期
的
な
通
院
が
必
要
で
す
。

病
院
内
の
い
ろ
い
ろ
な
部
門
の
職
員
が
協

力
し
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
チ
ー
ム
医

療
で
す
。

　抗体（イブリツモマブ）という案内役に接着
剤（キレート剤）で結合したアイソトープ（イッ
トリウム、Y-90）が、がん化した細胞を集中
的に攻撃します。

　

悪
性
リ
ン
パ
腫
や
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
標
識
抗

体
療
法
に
つ
い
て
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
で

し
ょ
う
か
？

　

実
際
に
こ
の
治
療
を
受
け
る
場
合
は
、
治

療
が
可
能
な
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
タ
イ
プ
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
な
ど
、
入
念
な
準
備
や
骨

髄
の
検
査
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
富
山
県
外
の
遠
隔
地
に
住
ん

で
い
る
患
者
さ
ん
の
治
療
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

血液内科　又野　禎也
核医学科　絹谷　啓子

と
な
み
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　

家
族
教
室
の
お
知
ら
せ

日
時　

１
月
14
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
「
脳
卒
中
Ⅰ
（
病
気
に
つ
い
て
）」

　
　
　
「
脳
卒
中
Ⅱ
（
在
宅
で
の
介
護
・

リ
ハ
ビ
リ
）」

場
所　

総
合
病
院　

東
棟
４
階　

談
話
室

対
象　

脳
卒
中
の
患
者
さ
ん
、
そ
の
ご
家

族
、
一
般
の
方

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー

　

☎
32
‐
３
３
２
０
（
内
線
３
１
０
０
）

　
　
　
　
　

　

患
者
間
違
い
な
ど
に
よ
る
医
療
事
故

の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
大
変
恐
縮
で
す

が
、
患
者
さ
ん
に
は
、
診
療
、
検
査
、

投
薬
、
注
射
な
ど
の
際
、「
自
ら
」
お

名
前
を
名
乗
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
患
者
さ
ん
ご
自
身
に
よ
る
最
終
確

認
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
積
極
的
な

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
へ
の
お
願
い

患
者
さ
ん
へ
の
お
願
い

患
者
さ
ん
へ
の
お
願
い

放射線

キレート剤

抗体（イブリツモマブ）

悪性
リンパ腫
悪性
リンパ腫

90Y



砺
波
市
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会

２
月
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー

１
月
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
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（
財
）砺
波
市
体
育
協
会
年
頭
挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
「
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
世
界
が
沸
き
立
ち
ま
し
た
。

　

日
本
人
選
手
の
皆
様
も
い
ろ
ん
な
種
目
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
４
年
後
の
次
の
大
会
に
向
か
っ
て
準
備
を
す
る
年
で
す
。

　

私
の
初
夢
は
、
砺
波
市
出
身
の
選
手
が
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
で
大
活
躍
す
る
夢
で
し
た
。
夢
で
は
な
く
て
現
実
で
あ
っ
て
ほ

し
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
一
年
、
皆
で
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
大
き
い
夢
に
向
か
っ
て
元

気
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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富山県スポーツ少年団表彰
　11 月 30 日に平成２０年度富山県スポー
ツ少年団表彰式が行われました。
　砺波市では庄川スポーツ少年団の足原郁生
さんが、１０年以上にわたりスポーツ少年団
の指導・育成に貢献し、その功績が顕著と認
められ、10年表彰を受けられました。

　

12
月
13
日（
土
）
砺
波
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
20
年

度
砺
波
市
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
講
師
に
中
部
学
院
大
学
子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科

准
教
授
・
幼
年
体
育
学
園
学
園
長
の
平
井
博
史
先
生
を
お
招
き

し
、
実
技
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
技
講
習
で
は
、（
財
）砺
波
市
体
育
協
会
加
盟
団
体
指
導
者
、

砺
波
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
競
技
会

の
会
員
、
と
な
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
『
ト
ラ
イ
ズ
』
の
指
導
者

約
30
名
が
参
加
し
、
今
後
の
指
導
に
生
か
そ
う
と
真
剣
に
平
井

先
生
の
お
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　11 月 22 日（土）から 23 日（日）ま
で石川県小松市において第１０回北信越
ソフトテニスインドア大会が開催され、
小倉済さん（鷹栖スポーツ少年団）・荒木
彰吾さん（射水スポーツ少年団）ペアが
３位と健闘されました。

期　　日　２月１日（日）
場　　所　となみ夢の平スキー場
出場資格　◆市内に在住又は勤務する方
　　　　　◆小学生で、保護者の同意を得ており、当日、成 
　　　　　　人の同伴者のいる方
　　　　　◆中学生又は高校生で、所属学校長の承認を得た方
申 込 先　地区公民館、地区体育振興会又は所属学校長を通
　　　　　して（財）砺波市体育協会まで
問合せ先　（財）砺波市体育協会
　　　　　☎ 32‐5240

第１０回北信越小学生
ソフトテニスインドア大会

（
財
）
砺
波
市
体
育
協
会

　
　
　

会
長　
　

河
合　

康
守

　

お
問
合
せ
は

　
　
　
　

 

（
財
）砺
波
市
体
育
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

    

☎
３２–

５
２
４
０
ま
で

第
62
回
富
山
県
民
体
育
大
会

【
ス
キ
ー
競
技
】

（
た
い
ら
ス
キ
ー
場
ほ
か
）

17(土)～
19(月)

第
５
回
市
民
体
育
大
会ス

キ
ー
競
技
会

（
夢
の
平
ス
キ
ー
場
）

1(日)

砺
波
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

リ
ー
ダ
ー
研
修

（
砺
波
少
年
自
然
の
家
）

21(土)～
22(日)
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　「となみの福祉」は共同募金の配分
　金を受けて発行しています
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
み
ち
た
平
成
21
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
ご
家
族
お
揃
い
で
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
年
も
引
き
続
き
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
誰
も

が
心
の
豊
か
さ
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
き
い
き
と
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
福
祉
社
会
づ
く
り
、
笑
顔
が
絶
え
ず
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
福
祉
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
福
祉
推
進
協
議
会
を
中
心
と
し
た
地
域
総
合
福
祉
推
進
事
業
・
ケ
ア
ネ
ッ

ト
型
も
今
年
の
４
月
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
市
民
総
参
加
の
福
祉
」

で
す
。
思
い
や
り
と
や
さ
し
さ
の
発
露
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
一
層
大
き
く
し

て
、
地
域
住
民
の
誰
も
が
お
互
い
に
支
え
あ
い
「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る

砺
波
市
を
、
皆
さ
ん
と
手
を
た
ず
さ
え
な
が
ら
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
明
る
く
楽
し
く
幸
せ
の
多
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
努
力
し
て
参
る
こ
と
を
お
誓
い
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
設

置
す
る
「
砺
波
市
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
」
の
本
部
運
営
模
擬
訓
練
を
２

月
に
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
「
と
な
み
の
福
祉
」
２
月
号
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

・
日
時　

平
成
21
年
２
月
21
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
よ
り

・
場
所　

砺
波
市
文
化
会
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

・
対
象
者　

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
の
運
営
に
関
心
の
あ
る
方

・
講
師　

浦
田　

実
氏
（
入
善
町
社
会
福
祉
協
議
会
）（
予
定
）

〔勤務先〕
　北部デイサービスセンター
〔募集人員〕１名
〔応募資格〕
　看護師免許をお持ちの方
〔募集期限〕
　平成 21 年 1 月 20 日（火）
〔面接日〕随時
〔必要書類〕
　履歴書、資格証の写し
問合せ先
　砺波市社会福祉協議会
　〒 939‐1386
　砺波市幸町 8‐17
　☎ 32‐0294

　
「
砺
波
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
の
会
」（
瀬
尾
並
木
会
長
）
は
、
絵
本
を
通
し
て
親

子
が
ふ
れ
あ
う
読
書
活
動
と
子
育
て
支
援
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
同
会
で

は
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
砺
波

フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
の
会
事
務
局
（
☎
32
‐
４
７
０
４
）へ
。

〔
募
集
内
容
〕

・
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
20
人
～
30
人
）

　

乳
幼
児
健
診
時
に
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
し
ま
す
。

・
小
道
具
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
20
人
ほ
ど
）

　

絵
本
を
入
れ
る
布
袋
や
、
読
み
聞
か
せ
の
時
に
赤
ち
ゃ
ん
を
寝
か
す
敷
物
な
ど

を
作
成
し
ま
す
。

砺
波
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

会
長　

齊　

藤　

利　

明

砺波市社会福祉協議会

臨時看護師募集！

新年の挨拶

　

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
団
塊
世
代
を
含
め
た
熟
年
世
代
の
皆
さ
ん

が
現
役
時
代
に
培
わ
れ
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
て
も
ら
う
た
め
に
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
相
談
窓
口
」
を
設
け
て
、
相
談

や
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
退
職
後
に
何
か
を
し
た
い

と
お
考
え
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
あ
な

た
の
〝
地
域
デ
ビ
ュ
ー
〟
を
応
援
し
ま
す
！

〔
問
合
せ
先
〕

　

砺
波
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
32
‐
０
２
９
４
）

　

庄
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
82-

３
５
２
０
）

インフォメーション


